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審 査 結 果 の 要 旨 





申請者は, 8 年間追跡した対象者 3136 人を肥満の有無と代謝的に健康/不健康で代謝的に健康な非
肥満(metabolically healthy nonobesity; MHNO),代謝的に健康な肥満(MHO),代謝的に不健康な非肥満
(metabolically abnormal nonobesity; MANO),代謝的に不健康な肥満(metabolically abnormal obesity; 
MAO)の 4 群に分け CKD 発症リスクを検討した．CKD は eGFR<60ml/min/1.73m2もしくは蛋白尿を
認めるものと定義した．肥満を BMI 25kg/m2 以上と定義し,代謝異常を耐糖能障害,高血圧,高トリグリ
セリド血症,低HDL血症の 4基準のうち 1つ以下を満たす場合を代謝的に健康(metabolically healthy),2
つ以上を満たす場合を代謝的に不健康(metabolically abnormal)と定義した. 
それぞれの群の CKD 発症者率(発症数/総数) 及び年齢,性別,喫煙,アルコール摂取,登録時のクレア
チニン値,尿酸値,収縮期血圧値,HDL コレステロール値および耐糖能障害の有無で調整したオッズ比
(OR)は，MHNO,MHO,MANO および MAO でそれぞれ 2.6%(56/2122)・OR1.00(reference),2.6%(8/312)・






脂肪が少ないことで CKD 発症のリスクが低かったのではないかと考察した. 
以上が本論文の要旨であるが，肥満のなかでも代謝的に健康な肥満ではなく代謝的に不健康な肥
満が CKD 発症の高リスクであることを明らかにした点で，医学上価値ある研究と認める． 
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